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中
国
ハ
ル
ビ
ン
近
郊
の
侵
華
日
軍
第
七
三
一
部
隊
罪
証
陳
列

館
に
、
当
時
の
上
田
弥
太
郎
の
供
述
書
と
し
て
以
下
の
文
章
が

掲
げ
て
あ
る
。
「
一
九
四
二
年
一
月
よ
り
二
月
の
間
満
州
国
濱
江

省
ハ
ル
ビ
ン
市
満
州
第
七
三
一
部
隊
第
四
部
第
三
班
（
関
東
軍

防
疫
給
水
部
石
井
部
隊
川
島
隊
三
谷
班
）
統
計
事
務
室
勤
務
雇

員
時
、
江
田
武
一
曹
長
の
指
示
に
よ
り
、
細
菌
の
注
射
内
服
埋

入
比
較
表
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
表
の
中
か
ら
見
ら
れ
る
事

は
計
四
十
五
名
の
生
体
実
験
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
各

五
名
づ
、
の
人
に
「
○
・
五
」
「
一
・
○
」
「
一
・
五
」
即
ち

○
・
一
粍
、
○
・
二
粍
、
○
・
三
粍
の
菌
液
を
注
射
し
た
結
果

と
、
内
服
の
結
果
及
び
埋
入
の
結
果
よ
り
得
た
成
績
で
図
表
作

成
後
江
田
武
一
に
渡
し
ま
し
た
」
。

こ
の
比
較
試
験
は
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
で
あ
ろ
う
か
？

50

世
界
初
の
人
を
用
い
た
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較

試
験
は
七
三
一
部
隊
に
よ
る
か
？

津
谷
喜
一
郎

東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科
医
薬
経
済
学

こ
れ
ま
で
、
一
九
四
八
年
十
月
三
十
日
発
行
の
動
員
こ
め
ご

ミ
且
討
里
旨
匡
昌
里
に
収
載
さ
れ
た
ン
尻
目
国
・
国
三
が
統
計
学

的
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
た
里
吊
冒
○
ョ
胃
ヨ
昌
堅
が
、

世
界
初
の
人
を
用
い
た
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
と
さ
れ
て
き
た
。

昨
二
○
○
四
年
に
復
刻
さ
れ
た
「
陸
軍
軍
医
学
校
防
疫
研
究

報
告
」
第
一
冊
の
、
同
第
二
部
第
四
十
号
二
九
三
九
年
九
月

八
日
）
「
現
行
陸
軍
予
防
接
種
液
の
効
果
二
関
ス
ル
人
体
試
験

其
ノ
ー
チ
フ
ス
菌
、
パ
ラ
チ
フ
ス
Ａ
及
Ｂ
菌
、
細
菌
性
食
中

毒
菌
、
予
防
接
種
液
の
効
果
に
関
す
る
実
験
」
二
九
三
九
年
九

月
八
日
）
に
は
「
比
較
的
同
一
條
件
及
状
態
ニ
ァ
ル
ト
恩
ハ
ル

ル
丁
種
学
生
七
○
名
ニ
就
き
…
」
の
記
載
が
あ
り
、
他
の
号
で

も
同
様
な
記
載
が
見
ら
れ
、
文
献
と
し
て
弓
Ｃ
豆
９
画
且
弓
房
自

著
：
弓
胃
目
胃
巨
①
い
ｇ
ｇ
Ｒ
ｇ
ｏ
一
○
喝
四
目
目
ョ
匡
昌
亘
：
を
発

行
年
な
し
で
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
書
の
第
二
版
は
一
九
三
六
年
の
発
行
で
、
日
本
の
数
カ

所
の
医
学
図
書
館
に
現
存
し
、
一
九
三
○
年
発
行
の
詞
呂
巴
ロ
ン
．

国
普
①
呈
頁
的
冨
房
胃
巴
ョ
里
ｇ
８
さ
『
罵
開
閏
呂
君
胃
丙
刷
：

ａ
ミ
｜
①
ｅ
と
、
一
九
三
五
年
発
行
↑
・
弓
蔚
号
印
喧
〕
具
①
恩
の
ロ
‐

日
の
邑
風
ゞ
が
参
考
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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国
普
曾
流
の
統
計
学
は
日
本
へ
、
英
国
の
統
計
学
者
【
“
１

浮
胃
の
ｇ
と
国
唱
。
勺
８
筋
目
の
も
と
に
留
学
（
一
九
三
五
’
一

九
三
七
）
し
た
佐
藤
良
一
郎
に
よ
っ
て
、
ま
た
当
時
米
国
が
関

係
し
た
中
国
の
農
事
試
験
所
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。
増
山
元
三
郎

の
「
シ
ベ
リ
ヤ
に
於
け
る
上
層
風
の
推
定
方
法
と
そ
の
可
能
性
」

は
一
九
四
一
年
の
発
行
、
九
州
大
学
に
北
川
敏
男
に
よ
り
確
率

統
計
の
講
座
が
開
設
さ
れ
た
の
は
一
九
四
二
年
、
増
山
の
『
少

数
例
の
ま
と
め
方
と
実
験
計
画
の
立
て
方
：
特
に
臨
床
理
学
に

携
は
る
人
達
の
為
に
」
は
一
九
四
三
年
の
発
行
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
当
時
の
日
本
の
一
流
の
医
学
研

究
者
を
集
め
た
七
三
一
部
隊
で
、
種
々
の
実
験
を
計
画
し
た
も

の
は
、
国
筈
①
儲
流
の
統
計
学
を
知
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。
上
田
の
供
述
か
ら
、
遅
く
と
も
一
九
四
一
年
十

二
月
ま
で
に
七
三
一
部
隊
で
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
が
な
さ
れ

当
で
あ
ろ
う
ｃ
上
田

二
月
ま
で
に
七
三
言

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

で
は
こ
の
試
験
を
世
界
の
比
較
試
験
の
歴
史
か
ら
見
る
と
ど

う
い
う
位
置
づ
け
に
あ
る
だ
ろ
う
か
？

一
九
二
六
年
に
国
呂
国
に
よ
っ
て
農
事
試
験
場
で
開
発
さ
れ

た
方
法
は
、
『
ｇ
一
言
農
○
国
、
国
且
○
ョ
昌
望
１
言
三
○
口
、
ざ
の
己

８
昌
旦
の
三
原
則
か
ら
な
る
。
こ
こ
で
の
「
ラ
ン
ダ
ム
化
」
は

国
且
◎
ョ
①
貝
日
の
推
定
を
適
切
に
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

一
九
四
六
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
望
扁
８
５
日
胃
冒
昌
竺
で
は
「
ラ

ン
ダ
ム
化
」
は
↑
一
国
且
Ｃ
日
困
ョ
昌
一
侭
邑
匡
ョ
胃
局
・
・
を
用
い
て
、

二
群
の
背
景
を
等
し
く
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は

倫
理
に
関
す
る
議
論
が
あ
っ
た
。

交
互
法
で
は
な
く
、
く
じ
な
ど
を
用
い
て
背
景
を
等
し
く
す

る
方
法
は
、
す
で
に
一
九
二
○
年
代
末
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
。

七
三
一
部
隊
に
よ
る
比
較
試
験
は
、
被
験
者
を
「
非
人
間
化
」

（
鳥
目
日
四
口
旨
里
す
る
こ
と
に
よ
り
動
物
と
同
じ
レ
ベ
ル
の

「
ヒ
ト
」
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
ラ
ン
ダ
ム
化
の
方
法
は
明
確

で
は
な
い
が
、
同
じ
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。


